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概要：　確定申告を廃止する方法を考えましたので説明します．
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《プロローグ》

なぜ確定申告は必要なのでしょうか．

 
政府が国家予算を確保するために国民一人ひとりから税金を集めるのに必要なのだと思います．

と云うことは、予算を確保する方法が税金を個別徴収する以外にあれば、確定申告を廃止できる

はずです．
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《単純な国家モデル》

確定申告を廃止する事を考えるにあたって、単純な国家モデルを導入してみます．

 
確定申告をしないので、誰が幾ら貨幣を保有しているのか、政府は分からないとします．

しかし、貨幣の発行総額は中央銀行の記録から確認できるとします．

発行総額は１０００億円として、国民が保有しているとします．政府の保有額は0円とします．
 
計算例として、発行総額の半分の５００億円を国民から政府へ移動させてみます．
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《計算例》

まず、政府は中央銀行に１０００億円の貨幣を発行させて国庫に納めさせます．

すると、世の中には２０００億円分の貨幣が流通することになります．

 
流通量を調整するためにデノミネーションを行います．

通貨単位は同じ円のままとします．この計算例では、２円を１円にデノミします．

すると、国民の保有する貨幣の総額は５００億円に減り、政府の保有する貨幣は５００億円にな

りました．流通量は1000億円に戻りました．
 



つまり、中央銀行が貨幣を発行して国庫に納めてデノミすると、国民の保有する貨幣の一部を、

政府に移動出来ると云うことです．
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《問題点》

理論的には可能だとしても、これを紙幣と鋳造コインで実行するのは難しいと思います．

 
《電子マネー》

しかし、通貨を電子マネーで発行することにすれば、ワンクリックで通貨を発行してワンクリッ

クで国庫へ納めてワンクリックでデノミを行い、コストを掛けずに瞬時に国民から政府へお金を

移動できると思います．

よって、電子マネーを使えば政府は国家予算を簡単に確保できるので、確定申告は廃止できると

思います．

 
《エピローグ》

確定申告も税務署員も会計士も不用で、政府は国家予算を確保できます．生産性のない作業であ

る税務処理が無くなれば、その分のマンパワーを生産性のある分野へ振り分けることが出来るよ

うになると思います．

如何なものでしょうか．

《了》



後書き

ＣＧ画像：

次の画像処理ソフトウエアを使用しました．

ArtRage 3 Studio Pro　アンビエント社
Photoshop Elements 10　アドビシステムズ株式会社

 
著者：

茜町春彦（あかねまちはるひこ）と申します．

2004年より活動を始めたフリーランスのライター＆イラストレーターです．
作品が社会の進歩に多少なりとも寄与することを願いながら、日々制作を行なっています．

また、下記WEBサイトに於いても、デジタル作品を公開しております．

YouTube　（動画共有サイト）
Google+　（ソーシャルネットワークサービス）
楽天Kobo電子書籍ストア　（ネットショッピングサイト）

 
その他：

製品名等はメーカー等の登録商標等です．

本書は著作権法により保護されています．

2016年3月28日発行
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